






要約:神経芽細胞腫スクーニングに EIA 法が使用できるか否かを検討するために,3,650 人

に 6 か月乳児の尿を HPLC 法と EIA 法で同時に測定し,VMA,HVA 値を比較した。両者の測定

値の相関は良好であった。しかし,問題点として,カットオフ値以上のための再検査の割合

いが HPLC の 1.O%に比較して EIA で 3.1%とやや高く,その理由には VMA,HVA,特に HVA 高値

の例が多かった。 

その原因を検討するために乳幼児(9 か月～2 歳)の尿の保存条件を検討したところ,4℃以

下の保存では異常値はみられないのに,ろ紙尿でドライ,ウエットとも 7 日間の保存で

VMA,HVA とも高値例が出現した。その原因をクロマトグラムから検討を加えた。 


